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特集・学生支援体制の現状と展望
（
１
）
は
じ
め
に　

―
教
職
員
と
つ
く
る
学
生
相
談
・
学
生
支
援
―

私
た
ち
教
職
員
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
生
の
個
性
を
尊
重
し
、

彼
・
彼
女
ら
の
適
応
と
成
長
を
願
い
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で

日
々
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
筆
者
の
場
合
は
、
学
生
と
の
て
い

ね
い
な
個
別
面
談
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
こ
か
ら
伺
え
る
学
生
の
ニ

ー
ズ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課
題
を
集
積
し
考
察
す
る
こ
と
で
、
学
生
支

援
体
制
の
充
実
に
向
け
て
微
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
の
際
に
は
、
学

内
的
に
は
、
教
育
研
究
あ
る
い
は
事
務
職
務
に
忙
し
い
な
か
で
学
生

支
援
に
こ
こ
ろ
を
砕
い
て
下
さ
る
教
職
員
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
様
々

な
提
言
と
働
き
か
け
を
行
い
、
学
外
・
全
国
的
に
は
教
育
行
政
や
関

連
学
会
の
方
々
と
意
見
交
換
し
つ
つ
、
望
ま
し
い
学
生
相
談
・
学
生

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
常
に
「
実
践
」
と
「
理
念
」
を
同
時
に
視
野
に
入
れ
、
両
者
を

循
環
さ
せ
つ
つ
、
得
ら
れ
た
経
験
と
知
見
を
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
交
流
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
学
生
支
援
体
制
の
構
築

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。「
学
生
相
談
モ
デ
ル
」
は
「
厚
生
補
導
モ
デ
ル
（
正
課
外
／
主

と
し
て
事
務
職
員
）」「
大
学
教
育
モ
デ
ル
（
講
義
や
種
々
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
／
主
と
し
て
教
員
）」「
心
理
臨
床
モ
デ
ル
（
心
理
療
法
的
に
／

学
生
相
談
を
通
じ
た
総
合
的
な
学
生
支
援
体
制
の
構
築

　
―
実
践
と
理
念
の
循
環
か
ら
―

齋
藤
憲
司

（
東
京
工
業
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
学
習
支
援
部
門
長
　
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
授
（
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
））
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特集・学生支援体制の現状と展望
主
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）」
の
融
合
／
接
点
の
う
え
に
成
り
立
つ

も
の
で
あ
り
、
各
教
職
員
が
、
重
な
り
合
う
活
動
領
域
を
、
お
互
い

の
良
さ
を
活
か
し
合
っ
て
、
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
、
と
い
う
基

本
姿
勢
を
、
伝
え
、
共
有
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
き
た
（
齋
藤
、

一
九
九
九
）。

本
稿
で
は
、
平
成
一
六
年
春
に
（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
が
設

置
さ
れ
た
直
後
に
、
本
誌
四
七
九
号
に
「
学
生
相
談
五
〇
年
」
の
特

集
が
組
ま
れ
た
際
に
寄
稿
し
た
論
考
「
学
生
相
談
の
新
し
い
モ
デ
ル

構
築
に
向
け
て
―
多
様
性
（
教
職
員
）
と
専
門
性
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

の
協
働
―
」
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
以
降
の
所
属
校
に
お
け
る
動
き
と

全
国
的
な
動
向
を
リ
ン
ク
さ
せ
つ
つ
、
学
生
相
談
を
通
じ
て
い
か
に

学
生
支
援
全
体
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
２
）「
学
生
相
談
五
〇
年
」
を
超
え
て

　

―
「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
と
「
苫
米
地
レ
ポ
ー
ト
」
―

さ
て
、
戦
後
、
我
が
国
に
「
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（Student Personnel 

Service

）：
厚
生
補
導
」
の
概
念
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た
際

に
は
以
下
の
よ
う
な
方
針
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
①
正
課
の
内
外
を

問
わ
ず
、
学
生
を
支
え
、
育
て
て
い
く
こ
と
は
教
育
機
関
と
し
て
の

大
学
の
本
質
的
使
命
で
あ
り
、
②
そ
の
役
割
は
全
て
の
教
職
員
が
関

与
し
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
③
そ
の
う
え
で
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
が
よ
り
困
難
な
事
態
へ
の
対
応
を
受
け
持
つ
と
と

も
に
、
い
っ
そ
う
の
充
実
に
向
け
て
の
研
究
活
動
と
い
う
責
務
を
担

う
。
④
言
い
換
え
れ
ば
、
研
究
・
教
育
・
行
政
の
実
践
的
総
合
と
し

て
新
し
い
領
域
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
基
本
姿
勢
は
今
も
新
鮮
に
響
く
が
、
や
が
て
＂
学
生
を
全
教

職
員
の
力
を
結
集
し
て
育
て
て
い
こ
う
＂
と
す
る
機
運
は
種
々
の
事

情
の
中
で
衰
退
し
、
さ
ら
に
は
一
部
の
専
門
家
に
の
み
任
せ
て
お
け

ば
よ
い
と
い
う
停
滞
期
的
な
状
況
が
長
く
我
が
国
の
高
等
教
育
を
覆

う
こ
と
に
な
る
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
が
（
齋
藤
、
二
〇
一
〇
）、

こ
の
流
れ
の
中
で
は
や
む
な
く
、
人
員
・
組
織
・
予
算
の
各
側
面
で

恵
ま
れ
な
い
状
況
が
固
定
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
な
っ
て
学
生
相
談
・
学
生
支
援
に
と
っ
て
再
興

期
的
に
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
き

っ
か
け
の
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
す
な
わ
ち
「
大
学

に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
―
教
員
中
心
の
大
学
か

ら
学
生
中
心
の
大
学
へ
―
」（
座
長
：
廣
中
平
祐
氏
（
山
口
大
学
学

長
：
当
時
）
／
文
部
省
高
等
教
育
局
、
二
〇
〇
〇
）
で
あ
る
。

「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
の
最
大
の
功
績
は
、こ
れ
ま
で
の
大
学
は
「
教

員
中
心
」
で
あ
っ
た
と
総
括
し
「
学
生
中
心
」
に
転
換
す
べ
き
と
い

う
理
念
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
、さ
ら
に
「
学
生
相
談
」
を
「
大
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特集・学生支援体制の現状と展望
学
教
育
の
一
環
」
と
捉
え
直
し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
改
善
方

策
と
し
て
は
＂
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
充
実（
可
能
な
限
り
常
勤
を
）＂

を
計
り
、＂
学
生
相
談
機
関
と
学
内
外
の
諸
機
関
と
の
連
携
を
強
化

（
大
学
運
営
に
反
映
）＂
し
て
、
例
え
ば
＂
不
登
校
に
対
し
把
握
・
相

談
・
援
助
＂
で
き
る
よ
う
に
、
と
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
＂「
何

で
も
相
談
窓
口
」
の
設
置
（
経
験
豊
か
な
教
職
員
の
配
置
）＂、
あ
る

い
は
就
職
相
談
や
修
学
指
導
の
強
化
と
工
夫
等
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
学
生
支
援
の
重
要
性
を
見
直
す
＂
温

故
知
新
＂
的
な
内
容
（
先
述
の
①
︲
④
に
重
な
る
も
の
）
が
改
め
て

指
摘
・
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、「
学
生
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
や
は
り
普
遍
・
不
変
だ
っ
た
の
だ
」
と
多
く
の
関
係
者

に
勇
気
と
希
望
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

次
い
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
の
は「
苫
米
地
レ
ポ
ー
ト
」

す
な
わ
ち
「
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

―
「
総
合
的
な
学
生
支
援
」
と
「
専
門
的
な
学
生
相
談
」
の
「
連
携
・

協
働
」―
」（
座
長
：
苫
米
地
憲
昭
氏
・
国
際
基
督
教
大
学
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
／
日
本
学
生
支
援
機
構
、二
〇
〇
七
）
で
あ
り
、

「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
の
理
念
を
よ
り
実
際
的
な
提
言
に
ま
と
め
る
べ

く
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
筆
者
も
副
座
長
と
し
て
関
与
さ
せ

て
頂
い
た
の
だ
が
）＂
す
べ
て
の
教
職
員
＂
と
＂
学
生
相
談
の
専
門

家
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＂
と
の
＂
連
携
・
協
働
＂
に
よ
っ
て
学
生

支
援
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
日
常
的
学

生
支
援
」（
教
職
員
が
学
習
指
導
や
窓
口
業
務
等
に
お
い
て
自
然
な

か
た
ち
で
行
う
成
長
支
援
）、「
制
度
化
さ
れ
た
学
生
支
援
」（
ク
ラ

ス
担
任
や
何
で
も
相
談
窓
口
等
の
役
割
・
機
能
を
担
っ
た
教
職
員
に

よ
る
支
援
）、「
専
門
的
学
生
支
援
」（
よ
り
困
難
な
課
題
が
生
じ
た

際
に
学
生
相
談
等
の
諸
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
専
門
的
な
支
援
）

と
い
う
三
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
三
階
層
モ
デ
ル
」
を
提
示
し
、

分
か
り
や
す
く
学
生
相
談
・
学
生
支
援
体
制
の
充
実
の
方
向
性
が
明

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
学
生
相
談
機
関
の

望
ま
し
い
姿
（
す
べ
て
の
学
生
を
対
象
と
し
た
全
学
共
通
基
盤
）
や

専
門
家
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
数
（
学
生
三
、〇
〇
〇
人
に

専
任
一
名
）
ま
で
具
体
的
に
目
標
を
提
示
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
な
お
本
誌
五
一
八
号
に
て
関

連
し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
３
）
東
工
大
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
化

　

―
プ
ロ
セ
ス
と
全
体
像
―

東
工
大
で
は
長
ら
く
「
学
生
相
談
の
三
本
柱
」
と
称
し
て
「
ガ
イ

ダ
ン
ス
」（
学
生
相
談
委
員
を
務
め
る
一
般
教
職
員
に
よ
る
相
談
：

約
六
〇
〇
件
）」「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心

理
相
談
：
約
四
，
〇
〇
〇
件
）」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」（
精
神
科
医
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特集・学生支援体制の現状と展望
に
よ
る
診
療
相
談
：
約
一
、四
〇
〇
件
）
の
三
つ
の
機
能
を
中
核
と

し
て
支
援
体
制
を
構
築
し
て
き
た
（
件
数
は
い
ず
れ
も
平
成
二
一
年

度
の
概
数
）。
と
り
わ
け
最
も
相
談
件
数
が
多
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
お
い
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
を
図
っ
て
き
た
が
（
現
在
、
専
任

一
名
（
教
授
）、
准
専
任
二
名
（
客
員
教
授
一
、
講
師
一
）、
非
常
勤

講
師
五
名
（
週
一
〜
二
日
））、実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
一
人
あ
た
り
（
非

常
勤
も
含
め
勤
務
時
間
を
合
計
し
て
四
〇
時
間
分
で
一
名
分
と
す

る
）
の
相
談
件
数
は
全
国
平
均
五
八
〇
件
に
対
し
て
（
吉
武
他
、

二
〇
一
〇
）、
本
学
は
そ
の
二
倍
近
く
と
な
っ
て
お
り
、
量
的
課
題

へ
の
対
応
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
質
的
課
題
と
し
て
、

困
難
事
例
（
事
件
性
／
引
き
こ
も
り
系
／
自
殺
関
連
等
）
ゆ
え
の
長

期
化
・
深
刻
化
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
へ
の
関
わ
り
（
危
機
管
理
、

責
任
体
制
、
心
理
的
負
担
）
が
焦
点
化
さ
れ
て
お
り
、
専
任
で
な
け

れ
ば
責
任
を
も
っ
て
対
応
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
の
割
合
を
占

め
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

さ
ら
に
近
年
は
、
こ
の
三
本
柱
を
ベ
ー
ス
に
据
え
て
、
図
１
に
示

し
た
よ
う
な
多
様
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
、
学
生
た
ち
が
多
様
な

き
っ
か
け
と
ル
ー
ト
で
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
き

て
い
る
。（
横
軸
を
「
治
療
的
―
教
育
的
」、
縦
軸
を
「
全
方
位
・
即

時
型
―
対
象
・
問
題
焦
点
型
」
と
し
て
概
念
的
に
各
窓
口
を
配
置
）。

例
え
ば
キ
ャ
リ
ア
相
談
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
理
工
系
ゆ
え
に
各

学
科
の
専
門
性
を
活
か
し
た
就
職
が
比
較
的
確
保
さ
れ
て
い
た
状
況

が
徐
々
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
八
年
の
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
設
立
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、
深
刻
な
悩
み
を
抱
き
つ
つ
も
直
接

図１：東工大のサポートシステム（件数は平成 21年度の概数）
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特集・学生支援体制の現状と展望
相
談
窓
口
に
来
談
し
に
く
い
学
生
た
ち
の
た
め
に
電
話
相
談
デ
ス
ク

を
開
室
し
、研
修
を
受
け
た
退
職
教
員
が
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る（
平

成
二
一
年
よ
り
／
筆
者
が
チ
ー
フ
と
し
て
監
修
）。
こ
の
よ
う
に
新

た
な
相
談
機
能
を
付
加
し
て
い
く
こ
と
で
全
体
と
し
て
堅
固
な
相
談

体
制
へ
と
進
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
良
い
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

多
様
な
相
談
窓
口
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
統
括
で
き
る
よ
う
に
着

実
に
整
備
を
進
め
つ
つ
あ
る
。 

（
４
）「
問
題
解
決
型
」
支
援
と
「
成
長
促
進
型
」
支
援
の
循
環

　

―
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
―

こ
の
よ
う
に
学
生
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
一
方
で
、
平
成
一
九

年
度
に
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）
が
開
始
さ
れ
、
本
学
も
「
３
相
の
〈
こ
と

つ
く
り
〉
で
社
会
へ
架
橋
す
る
―
問
題
解
決
型
支
援
か
ら
成
長
促
進

型
支
援
へ
―
」
と
称
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
、
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
申
請
の
き
っ
か
け
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
（
問
題
解

決
型
支
援
と
称
す
る
）
に
お
い
て
は
「
対
人
関
係
」
に
関
す
る
相
談

内
容
が
最
も
多
く
、
多
数
の
学
生
た
ち
が
＂
友
だ
ち
が
で
き
な
い
＂

＂
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
＂＂
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
＂＂
研
究
室
で

う
ま
く
い
か
な
い
＂
と
い
っ
た
訴
え
を
表
明
し
て
お
り
、
社
会
性
と

自
主
性
を
喚
起
す
る
仕
か
け
づ
く
り
（
成
長
促
進
型
支
援
）
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
相
談
現
場
か
ら
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。現
在
、

最
終
年
度
を
迎
え
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
と
成

果
を
示
し
て
い
る
。

①
第
一
相
「
事
」〈
行
動
す
る
〉、
第
二
相
「
言
」〈
伝
え
る
〉、
第

三
相
「
異
」〈
広
げ
る
〉
と
い
う
三
相
の
活
動
群
を
構
造
的
に
設
定

し
て
お
り
、＂
大
学
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
＂
の
提
示
か
ら
出
立
し

た
活
動
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
、
広
報
サ
ポ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

等
）、授
業
か
ら
の
発
展
型
と
し
て
展
開
し
た
活
動（
コ
ラ
ム
ラ
ン
ド
、

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
等
）、
既
存
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
た
活
動
（
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
お
け
る
理
科
支
援
等
）

等
、
種
々
の
形
態
が
あ
り
え
た
。
②
近
年
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
は
、
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
（
理
科
支
援
、
国
際
交
流
等
）
の
活

動
は
近
隣
地
区
の
初
等
・
中
等
教
育
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
学
生
た
ち
も
貴
重
な
成
長

体
験
を
重
ね
ら
れ
る
。
ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
電
子
情
報
に
よ

る
交
流
」
と
い
う
現
代
的
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
学
勢
調
査
、
コ
ラ

ム
ラ
ン
ド
、
留
学
生
サ
イ
ト
と
い
っ
たW

eb

上
で
の
交
流
が
試
み

ら
れ
、
そ
の
可
能
性
（
自
分
を
語
る
言
葉
の
発
見
、
柔
軟
な
情
報
交

換
等
）
と
留
意
点
（
対
立
や
行
き
違
い
等
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
と
回
避

等
）
に
つ
い
て
貴
重
な
経
験
が
得
ら
れ
た
。
③
ま
た
、
基
本
理
念
に

係
る
こ
と
と
し
て
、
例
え
ば
第
二
相
で
自
分
の
言
葉
を
獲
得
す
る
こ
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特集・学生支援体制の現状と展望
と
に
よ
っ
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
相
談
窓
口
に
通
い
や
す
く
な

り
、
さ
ら
に
成
長
・
回
復
し
た
自
分
を
試
す
た
め
に
第
一
相
や
第
三

相
の
活
動
に
挑
戦
し
て
み
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
「
問
題
解
決
型
」

支
援
と
「
成
長
促
進
型
」
支
援
の
望
ま
し
い
循
環
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
重
層
的
な
学
生
支
援
の
モ
デ
ル
を
提
示

し
え
て
い
る
（
図
２
）。

総
じ
て
言
え
ば
、
今
日
的
な
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
新
し
い
学
生
支
援
の
姿
を
模
索

し
、「
学
生
主
導
型
」（
学
生
が
主
人
公
）

か
つ
「
教
職
員
協
働
型
」（
各
教
職
員
が

立
場
と
持
ち
味
を
活
か
し
て
）
と
い
う
形

態
で
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

の
実
り
と
可
能
性
を
提
示
し
て
き
た
と
言

え
よ
う
か
。

（
５
）
学
生
相
談
・
学
生
支
援
の
こ
れ
か

ら
―
ま
と
め
に
代
え
て
―

実
際
の
学
生
相
談
・
学
生
支
援
を
考
慮

す
る
際
に
は
、
各
大
学
の
特
性
（
規
模
・

学
部
構
成
・
地
域
性
・
教
育
目
標
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
）、
及
び
、
そ
こ
に
集
う
学

生
（
進
学
目
的
・
得
意
科
目
・
生
活
ス
タ
イ
ル
・
進
路
指
向
性
等
）

に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
役
割
は
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
学

生
相
談
・
支
援
機
関
の
特
性
（
ス
タ
ッ
フ
構
成
・
組
織
的
位
置
づ
け

等
）、
そ
し
て
当
該
ス
タ
ッ
フ
の
特
性
（
個
性
・
勤
務
形
態
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
と
の
相
互
作
用
の
な
か
で
各
大
学
固
有
の
学

図２：「問題解決型」支援と「成長促進型」支援の循環

問題解決型

成長促進型

【目　的】
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【趣　旨】

��問題解決型����

�������������������

�� ������������������

��成長促進型��������������

��������������������������

◎�������������������������������

�����������������

問題解決型支援

フィードバック効果

成長促進型支援

（例）
＊相談に来やすくなる
　　（ことばで語れるように）
　　（カウンセリングが身近に）
＊来談学生の回復に伴い、
　　次のステップを用意
　　（新しい活動にトライ）
＊学生の相互支援力を喚起
　　（新たな友だちづきあい）
　　（友人/知人のことで相談）

＊相談・支援形態を工夫
　　するヒント
　（学生像や関係性が見える）
＊教職員の意識向上
　　（学生の潜在力に驚き）
　　（皆で学生を育てよう）
＊学生支援の多様化／充実化
　　（アピールしやすくなる）
　　　　　　　　　　　　　　　　etc.

＊循環型学生支援体制の構築／多彩な意義



12大学と学生 2011.2

特集・学生支援体制の現状と展望
生
相
談
・
学
生
支
援
の
あ
り
方
が
定
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
を
め
ぐ
る
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
、
ま
た
学
生
像
も
変
容
し

て
い
く
。「
自
立
」「
自
主
性
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
学
生
た
ち

に
ど
こ
ま
で
の
支
援
を
大
学
側
か
ら
提
示
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
・
彼
女
た
ち
の
心
理
的

発
達
や
適
応
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
べ
く
、
よ
り
積
極
的
か
つ
体
系
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
教
育
機
関
と
し
て
の
責
務
と
言
っ
て
よ
い
。「
学
生
相

談
」
及
び
「
学
生
支
援
」
の
本
質
は
決
し
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
存
在
と
し
て
の
大
学
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
及
び
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
活
動
の
充
実
化
が
す
べ

て
の
学
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
利
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

広
ま
る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
様
と
も
ど
も
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
で
も
平
成
二
一
年
よ
り
中
央
教
育

審
議
会
大
学
部
会
に
お
い
て
学
生
支
援
検
討
Ｗ
Ｇ
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
各
層
の
熱
意
と
英
知
を
結
集
す
べ
く
、
情
報
交
換
と
研
修
活

動
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
い
っ

そ
う
機
能
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

〈
文
献
〉

（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
・
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
整
備
に
資

す
る
調
査
研
究
会　

二
〇
〇
七　

大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実

方
策
に
つ
い
て
―
「
総
合
的
な
学
生
支
援
」
と
「
専
門
的
な
学
生
相
談
」

の
「
連
携
・
協
働
」
―　
（
通
称
：
苫
米
地
レ
ポ
ー
ト
）

文
部
省
高
等
教
育
局
・
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
関
す
る
調

査
報
告
会　

二
〇
〇
〇　

大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い

て
―
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て
―
（
報
告
）　
（
通

称
：
廣
中
レ
ポ
ー
ト
）

齋
藤
憲
司　

一
九
九
九 

学
生
相
談
の
専
門
性
を
定
置
す
る
視
点
―
理
念
研

究
の
概
観
と
４
つ
の
大
学
に
お
け
る
経
験
か
ら
―　

学
生
相
談
研
究
、

二
三
︲
一
、一
︲
二
二

齋
藤
憲
司　

二
〇
一
〇 

学
生
相
談
の
理
念
と
歴
史　

日
本
学
生
相
談
学
会

50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
（
編
）　

学
生
相
談
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

一
〇

︲
二
九
所
収　
（
学
苑
社
）

吉
武
清
實
・
大
島
啓
利
・
池
田
忠
義
・
高
野 

明
・
山
中
淑
江
・
杉
江 

征
・

岩
田
淳
子
・
福
盛
英
明
・
岡 

昌
之 

二
〇
一
〇 

二
〇
〇
九
年
度
学
生
相
談

機
関
に
関
す
る
調
査
報
告　

学
生
相
談
研
究
，
三
〇
，
二
二
六
︲
二
七
〇


